


　　表紙写真説明

「新しくなった大学会館」
撮影者　名古屋工業会 事務局

平成24年度 名古屋支部の“総会と見学会”
平成24年度名古屋支部の総会と見学会を次の通り開催致します。
会員の皆様（家族同伴可）日頃の労を温泉で癒してみませんか。

記

１．日　時：平成24年 9月15日（土）　8:30栄テレビ塔北　観光バス駐車場に集合
２．行　程：栄（テレビ塔北）（8:45）→ 昼神温泉 湯元ホテル阿智川（総会・昼食・希望者入浴可）＊1
　　　　　　（11:00 ～ 13:40）→ そばの城【そば打ち体験＆ショッピング】＊2（14:30 ～ 15:30）→
　　　　　　お菓子の里飯田城【ショッピング】（15:50～16:20） → 栄（テレビ塔北）（18:25頃）

＊１　　参加費に昼食、入浴料を含みます。 
＊２　　２食分作ってお土産にできます。

３．会　費：１名　6,000円（同伴家族も同じ値段、ただし小学生以下は半額。）
４．募集人数：約120名（先着順）
５．申込先：次の単科会連絡幹事まで。締切は8月10日（金）

ＣＥ会　山盛　　康（Ｃ③）TＥL 052-691-5351
光鯱会　宇佐美智伯（Ａ⑥）TＥL 052-704-6137
巴　会　杉山　耕一（Ｍ⑥）TＥL 0562-55-7772
電影会　三宅　正人（Ｅ60）TＥL 090-3581-4472
双友会　泉地　正章（Ｗ44）TＥL 052-837-7271
緑　会　大橋　聖一（Ｄ45）TＥL 0533-87-3741

名窯会　道家　清正（Ｙ30）TＥL 052-912-3492
名晶会　小山　敏幸（Ｋ61）TＥL 052-735-5124
計測会　大鑄　史男（Ｆ49）TＥL 052-735-5393
経友会　仁科　　健（Ｂ50）TＥL 052-735-5396
情友会　犬塚　信博（Ｊ62）TＥL 052-735-5050
翼　会　小鹿　良雄（Ⓚ23）TＥL 0561-72-4071

支部連絡先：
　　橋本　忍（名古屋工業大学環境材料工学科内　名古屋工業会名古屋支部庶務）
　　TEL：052-735-5291　／　FAX：052-735-5281
　　E-mail：gokisonagoya@gmail.com
　　※各単科会幹事様はメールにて参加者情報をご連絡いただけますと幸いです。

《  総 会 と 見 学 会 の 注 意 事 項  》
１．当日および前日のキャンセルは、参加費の払い戻しができません。
２．ご担当者は、参加者名簿を、事前に支部連絡先まで必ず提出してください。
３．開催に関するお問い合わせ、緊急の場合など、開催直前のご連絡は、以下の旅行会社まで
お願いします。
旅行社：名鉄観光バス㈱名古屋支店
担　当：本村　美雪 
住　所：名古屋市中川区中京南通り２－７
電　話：０５２－３５４－６９０９
ＦＡＸ：０５２－３６３－０２１０
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　社団法人名古屋工業会第46回通常総会が、平成24年5月26日（土）午後2時から髙橋実学長のご臨席を賜り、会
員168名が出席し中日パレスにおいて開催された。
　総会に先立ち、23年度にご逝去された会員物故者のご冥福を祈り、出席者全員で１分間の黙祷を捧げた。
　総会は二杁常務理事の司会で篠田理事長の開会挨拶に始まり、髙橋学長の会長挨拶の後、篠田理事長の議長で
議事を行い、提案された議案を異議なく承認された。
　次に総会行事として、理事長から叙勲・褒章受賞者に記念品、母校退職職員に感謝状と記念品、会員で卒業満
70・50周年の出席者に記念品の贈呈があった。なお、対象者のうち欠席者及び卒満対象者で総会委任状の提出者
には、後日記念品を送付することとした。
　その後開催された特別講演会は、㈱ノリタケカンパニーリミテッド顧問の山田陽一氏から「白磁窯の技術史─近代
から現在までの技術革新」という演題で講演をいただき、参加者に大変好評であった。
　会場を移して17時から懇親会が開催され、木越副理事長の司会で北村学長特別補佐の挨拶の後、水谷前副理事
長の乾杯により開会された。
　杯を交わしながら、名工大管弦楽団による演奏の中で名刺交換等旧交を温めるうちに時間も過ぎ、恒例となった
学歌「東海の邦のほまれに」を声高らかに歌い阿部副理事長の締めにより閉会とした。
　なお今回受付において大学基金への募金箱を設置し、寄附をお願いした結果、72,000円が集まったので、「工業
会総会出席者有志」の名称で大学基金へ寄附を行った。御協力ありがとうございました。

第46回通常総会報告
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　社団法人名古屋工業会としての、記念すべき
最後の総会であります第46回通常総会を開会す
るに際し、髙橋学長には本会会長として、また
先生方にはご来賓として、多数ご臨席を頂いて
おります。また会員の皆様には北海道から九州
まで多事多難な中、本総会に参集いただき誠に
ありがとうございます。　
　本総会は現定款による最後の総会となります
が、本日提案いたします議案は極めて重要な内
容を持っております。
　本日審議いただく議案は第１号議案として平
成23年度事業報告及び決算報告、第２号議案と
して平成24年度事業計画及び予算案、第３号議
案として役員の任期満了に伴う新役員の選出、
第４号議案として一般社団法人への移行認可申
請、第五号議案その他となっております。
　審議案の内容につきましては、二杁常務理事
より各議案審議の際、詳しく説明いたしますが、
ここでは４年間の活動とその成果を議案と関連
付け、述べさせていただきます。
　平成20年５月理事長に推挙された際、私に課
せられたミッションは新法人法に基く名古屋工
業会設立であり、そのミッションを進めて行く
中で、どうしても解決または思い切った前進が
求められている２つのテーマがはっきりしてき
ました。
　２つのテーマは、次の時代、母校と新しい名
古屋工業会の益々の発展のための、新しい事業
目的の決定と組織の変革であり、これはすでに
昨年の総会で皆様のご承認を得た、新定款案で
事業目的の第一を母校の支援に置くこと、及び
新組織が決定しております。しかし事業目的の
達成、組織の変革のためには、会員組織率の向
上と確実な卒業生名簿の管理が不可欠であり、こ
の２件は現在の名古屋工業会でも永年の課題で

ありましたが、新定款の理念を達成してゆく為
には抜本的な改革を避けて通る事は出来ません。
　この改革の進展状況は、新年挨拶「新しい名
古屋工業会に向かって」で述べておりますが、
特に組織率の向上については驚くべき結果を得
ることが出来ました。
　さて以上の活動と成果について各議案では
第１号議案平成23年度事業報告及び決算報告で
は、平成24年度学部入学者より、入学時の諸納
金一括納付を実施し、終身会員入会者992名約
91％の結果となり、新入生全員入会に向け大幅
に前進することが出来ました。大学と一体と
なっての活動の成果であります。
　第２号議案平成24年度事業計画及び予算案で
は、卒業生名簿は大学管理となり、24年度入学
者より入学時に生涯メールアドレスが渡されま
した。このアドレスは学生生活の中でも重要な
役割をはたし、卒業後も大学、工業会、単科会
との交流に無くてはならないものになります。
　我々卒業生は名古屋工業大学卒業生連携室の
ホームページから入手でき、６月よりスタート
します。
　新定款の事業目的、母校の支援ですが、24年
度の予算案では大学の支援事業に約4,550万円
を当てました。これは全事業費の48.8％に当た

社団法人名古屋工業会
理事長　篠田　陽史（Ｍ33）

理 事 長 挨 拶
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り、23年度に対し2,880万円の増となります。
　財政面で大学を支援出来る様になるのは大
学、工業会の歴史の中で初めてのことです。
　第３号議案役員の改選ですが、理事長再任を
前提に私「篠田陽史」が理事候補に載っており
ます。新年挨拶でも、出席した各地の支部総会
の挨拶でもこの総会をもって退任するむねお話
してきました。
　新しい名古屋工業会への移行ミッションの目
途が付き、永年の懸案である本会入会率の大幅
向上、卒業生名簿問題もまずはスタート、我な
がらいい花道が出来たとほっとしていたのが実
感ですが、新理事長候補の方が一身上の都合で
急に辞退となり、総会を間近に控えもはや猶予
もならず、そのうえ本会会長の髙橋学長の文字
通りの膝詰の要請で引受けざるを得なくなった
次第です。
　今回の役員の場合、新法人移行に伴う特殊な
事情があります。
　理事長、４名の副理事長、常務理事に就任さ
れた方は、新法人法により、法人発足時最初の
役員になることが定められています。再任され
た以上は最大の努力を払う覚悟であります。
　第４号議案一般社団法人への移行認可申請で
すが、昨年本総会で定款案が承認され、移行に
向け愛知県と折衝を続けてまいりましたが、主
要部分の変更はなく事前調整は終了しました。
　旧法人から新法人へ切目なく移行するために
停止条件付決議が必要となりました。これが先
ほど述べました新法人発足時の最初の役員を予

め定款に附則として加える事であります。
　以上述べてまいりましたが議案審議に際しご
留意いただきますようお願いいたします。
　さて次の理事長に引き継ぐ最重要項目は、卒
業生の大学へのアイデンティティーの問題だと
これまた新年挨拶で述べました。
　前理事長の牛込氏も総会での退任挨拶の中
で「本学の卒業生は国立大学の卒業生であると
いう意識が強すぎるのか、私学の卒業生に比較
すると支援を強力にしているとはいえません。
もっともっと大学に対する支援を意識するよう
訴えねばなりません。」と述べておられます。
　この問題は私の理事長としての最初のミッ
ションになります。
　まずは教育、研究環境の整備充実を目的とし
た大学基金への寄付の推進です。この基金は
永続的なものです。機会あるごとに寄付をする
慣習ができればと、またこの中でアイデンティ
ティーも養われていくと考えています。
　本総会でも寄付を受付ける場を設けました。
この大学基金への卒業生の寄付の実績ですが、
平成22年度は１件17,000円だったものが、平成
23年度は118件3,657,000円と急増しています。
こうして集まった時500円、1,000円とアット
ホームに寄付をする習わしが出来たらと思って
います。
　大学は大きく変わりました。私たちも新しく
動こうとしています。大学及び名古屋工業会の
一層の発展のため、会員の皆様の絶大なご支援
をお願いし開会の挨拶といたします。

総 会 風 景 表彰状と記念品



－ 4－

　学長の髙橋で御座います。
　本日は、名古屋工業会第46回通常総会が盛大
に開催されることをお慶び申し上げます。
　今年度は私の学長任期の中間点ともなりま
す。この場をお借りして過去2年間の総括とこ
れから２年間の目標について触れさせていただ
きます。
　学長就任直後からＰＣＢ廃棄ミスなどの事件
や事故が続きましたが、今は教職員・学生合わ
せて約7,000人もいれば、トラブルがあるのは
当り前という気も致しております。
　トラブルは相変わらずですが、大学改革は着
実に前進を重ねて参りました。幾つか挙げます
と、
１．本学の長期的な行動指針となる「名古屋工
業大学憲章」の制定と長・中期的な行動目標と
なる「総合戦略」を策定し、本年４月より司令
塔とも言うべき総合戦略本部を設置し、教育・
研究活動の戦略的実施体制が整いました。
２．教育関連では、名古屋市立大学薬学研究科
との共同大学院博士後期課程「ナノメディシン
科学専攻」を来年度に開設する予定です。
３．研究関連では、外部資金や知財関連収入の
大幅な増加、そして研究活動に関するマスコミ
報道の増加など、この２年間は他大学と比較し、
本学の研究成果が顕著に現れた時期でもありま
した。
　また、次を見据えた教育研究活動を進めるた
めに「高度防災工学センター」「次世代自動車
工学教育センター」「窒化物半導体マルチビジ
ネス創生センター」「コミュニティ創成教育研
究センター」の4センターを新たに開設いたし
ました。
４．国際交流関連では、北京に本学初となる海
外事務所を設置しました。また、マレーシア同

会 長 挨 拶
名古屋工業大学　学長
名古屋工業会　会長

髙橋　　実

窓会の発足、欧州での大学連携の進展、幾つか
の国際交流プログラムの獲得を受け、学生・若
手研究者の海外派遣数も急増しています。
５建物関連では、52・53号館、23号館の教育・
研究棟の耐震工事に続いて大学会館の改修と
名工大生協寄附によるコンビニ機能を備えた
NITechマートが新築されました。
６．工業会として何よりも関心が高い話題とし
て、理事長からのお話にありましたように卒
業生連携室を設置し、卒業生と新入生に対する
生涯メールアドレスの付与による学生の名簿管
理や名古屋工業会の会員の大幅増が実現しまし
た。名古屋工業会から今年度より頂くことにな
る大学への寄付金は、教育研究活動、特に学生
の海外派遣の支援を重点に充当する予定です。
これとは別に卒業生からの大学基金（80周年事
業、100周年事業を元にした基金）への寄付金
も飛躍的に増加しており大変ありがたいことで
す。
　なお、入試ならびに就職の状況は高い水準を
維持しております。
　次に今後2年間の目標ですが、
１．最重点課題、所謂「一丁目一番地」として、
複線教育、学部と大学院の一体的改革、６年一
貫教育と状況により言葉を違えていますが、本
学において国内のみならず海外の範ともなる工
学教育の改革を断行したいと思います。経営協
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議会や文部科学省からも本学の取り組みに対し
ては高い評価を得ており、新学部・新専攻の開
設も視野に入れ、早くて平成27年度実施に向け
て邁進する所存です。
２．２つ目は広報体制の強化です。数年後に迫
る18歳人口の持続的減少とそれに伴う入試対
策、グローバル時代における国際交流の一層の
活性化、本学の特徴とも言うべき産学官連携活
動をさらに推進するためには、本学の優れた教
育研究活動をアピールするブランド戦略が必須
です。
３．建物関係では、今年度から「窒化物半導
体マルチビジネス創生センター」「スマートエネル
ギー研究棟」の新築に着工します。現状、何ら
かの対応が必要な大きな建物は本部棟と講堂に
なりました。講堂の改築につきましては工業会
のご理解とご支援が必要になると考えています。
　最後になりますが、国立大学を取り巻く状況、
特に規模の小さい大学の中で、地方大学以上に

教育学部、工学部など単科大学系に対して、財
務省、政界、財界、経済界等からの所謂「統廃
合」の圧力は高まる一方です。しかし、より大
きな視点で見れば、グローバル化時代における
大学の新しいあり方の模索が世界に跨るうねり
となっています。最近、本学卒業生がシャープ、
ＮＴＴドコモなどの社長に就任したことが報道
されておりますように、過去100年有余におけ
る本学の誇るべき人材養成の目標とシステムを
ここで改めて再認識した上で、次の100年への
改革が今問われています。本学としては、単科
大学不要論に屈することなく、新しい時代に望
まれる工学教育モデルを国内外に提示し、かつ
実行することで工学を軸とした人類社会への貢
献を果たしてまいります。
　工業会には本学の改革へのより一層のご理解
とご支援をお願いして、私の挨拶とさせて頂き
ます。ありがとう御座いました。

平成24年５月26日

会員各位
社団法人 名古屋工業会
理 事 長 篠田　陽史　

第46回通常総会報告及び決議ご通知

平成24年５月26日（土）開催の社団法人名古屋工業会総会において、議案全てが議決されましたのでご通知申し上げます。

総 会 風 景 懇親パーティー
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